
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＤデータと画像データと音声データとが所定の順序で配列されたデータ信号と、上記
ＩＤデータか上記画像、音声データかを判別するための判別信号とを含む伝送信号を受信
する受信手段と、
　ＩＤを設定するＩＤ設定手段と、
　上記受信した伝送信号中のＩＤデータと上記設定されたＩＤとを比較して両者が一致し
たことを検出する検出手段と、
　上記両者が一致 とき上記受信した伝送信号中の判別信号をマスクするマスク手段
と、
　上記判別信号がマスクされた伝送信号を送出する第１の伝送信号出力手段と、
　上記受信した伝送信号をそのまま送出する第２の伝送信号出力手段と、
　上記受信した伝送信号中の音声データを記憶するメモリ手段と、
　上記メモリ手段の書き込みと読み出しを上記受信した伝送信号中の判別信号に基づいて
制御するメモリ制御手段と、
　上記メモリ手段から読み出された音声データを出力する音声出力手段とを備えた画像処
理装置。
【請求項２】
　上記メモリ制御手段は、上記データ信号を同期させるクロックを上記判定信号から所定
数カウントしたときに上記書き込み開始アドレスを発生し、上記クロックを分周したクロ
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ックを上記判定信号から所定数カウントしたときに上記読み出し開始アドレスを発生する
ことを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項３】
　上記メモリ制御手段は、上記設定されたＩＤに応じて上記メモリ手段の読み出し又は書
き込みアドレスを変えることにより、上記音声データのうち上記設定されたＩＤに応じた
位置にある音声データが上記メモリ手段から得られるように制御することを特徴とする請
求項１記載の画像処理装置。
【請求項４】
　音声ＩＤを設定する音声ＩＤ設定手段を設け、上記メモリ制御手段は、上記設定された
音声ＩＤに応じて上記メモリ手段の読み出し又は書き込みアドレスを変えることにより、
上記音声データのうち上記設定された音声ＩＤに応じた位置にある音声データが上記メモ
リ手段から得られるように制御することを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項５】
　ＩＤデータと画像データと音声データとが所定の順序で配列されたデータ信号と、上記
ＩＤデータか上記画像、音声データかを判別するための判別信号とを含む伝送信号を受信
する受信手段と、
　ＩＤを設定するＩＤ設定手段と、
　上記受信した伝送信号中のＩＤデータと上記設定されたＩＤとを比較して両者が一致し
たことを検出する検出手段と、
　上記両者が一致 とき上記受信した伝送信号中の判別信号をマスクするマスク手段
と、
　上記判別信号がマスクされた伝送信号を送出する第１の伝送信号出力手段と、
　上記受信した伝送信号をそのまま送出する第２の伝送信号出力手段と、
　上記受信した伝送信号中の音声データを記憶するメモリ手段と、
　上記メモリ手段の書き込みと読み出しを上記受信した伝送信号中の判別信号に基づいて
制御するメモリ制御手段と、
　上記メモリ手段から読み出された音声データを出力する音声出力手段とを有する画像処
理部と、
　上記第１の伝送出力手段から出力される上記伝送信号中の画像データを表示する表示部
とを備えたことを特徴とする画像表示装置。
【請求項６】
　複数の上記画像処理部が直列に接続され、各画像処理部に上記表示部が接続されている
ことを特徴とする請求項５記載の画像表示装置。
【請求項７】
　ＩＤデータと画像データと音声データとが所定の順序で配列されたデータ信号と、上記
ＩＤデータか上記画像、音声データかを判別するための判別信号とを含む伝送信号を受信
する受信手順と、
　ＩＤを設定するＩＤ設定手順と、
　上記受信した伝送信号中のＩＤデータと上記設定されたＩＤとを比較して両者が一致し
たことを検出する検出手順と、
　上記両者が一致 とき上記受信した伝送信号中の判別信号をマスクするマスク手順
と、
　上記判別信号がマスクされた伝送信号を送出する第１の伝送信号出力手順と、
　上記受信した伝送信号をそのまま送出する第２の伝送信号出力手順と、
　上記受信した伝送信号中の音声データをメモリ手段に記憶する記憶手順と、
　上記メモリ手段の書き込みと読み出しを上記受信した伝送信号中の判別信号に基づいて
制御するメモリ制御手順と、
　上記記憶手順により読み出された音声データを出力する音声出力手順とをコンピュータ
に実行させるためのプログラムを記憶したコンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、画像処理装置、画像表示装置及びコンピュータ読み取り可能な記憶媒体に関す
るものであり、特に強誘電性液晶を用いた液晶表示器のような記憶性を有する表示装置を
複数接続し、各々の液晶表示器に画像を表示すると共に、音声信号も伝送するシステムに
用いて好適なものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、特願平７－０１３０４６号に開示される表示装置のように、メモリ効果を持つ
強誘電性液晶を用いた複数台の液晶表示器（以下ＦＬＣＤ）を１台のホストコンピュータ
に接続し、各々のＦＬＣＤに同一もしくは各々異なる画像を表示する画像表示システムが
提案されている。
【０００３】
先ず、この画像表示システムについて説明する。
図８はシステム全体の接続図であり、同図において、１はホストコンピュータ、１０１、
１０２、１０３、１０４はＦＬＣＤ、２０１、２０２、２０３、２０４は分岐伝送ユニッ
ト、５００、５０１、５０２、５０３は伝送ケーブル、５１１、５１２、５１３、５１４
は分岐ケーブルであり、ホストコンピュータ１からは、アドレスデータを先頭にした１６
ｂｉｔ画像データがパラレルで伝送ケーブル５００を通じて出力される。
【０００４】
各分岐伝送ユニット２０１～２０４は、それぞれ前段から伝送ケーブル５００～５０３を
経て入力された１６ｂｉｔ画像データをそのまま中継して後段の分岐伝送ユニットへ伝送
ケーブル５０１～５０３から出力する一方、各分岐伝送ユニットに設けられた不図示のア
ドレス設定ＳＷ（スイッチ）の設定値と１６ｂｉｔ画像データの先頭に配置されたアドレ
ス出力とを比較し、一致すれば各々分岐ケーブル５１１～５１４へも１６ｂｉｔ画像デー
タを出力する。各ＦＬＣＤ２０１～２０４はこの１６ｂｉｔ画像データに基づいて表示面
に画像を描画する。また、各ＦＬＣＤ２０１～２０４はメモリ効果を有するため、新たに
１６ｂｉｔ画像データを受信し描画されるまでは、その直前の画像データを表示し続ける
。
尚、図８では４段の分岐伝送ユニットとそれに対応する４台のＦＬＣＤが接続されている
が、接続段数の制約は特にない。
【０００５】
ここで、ホストコンピュータ１から出力される１６ｂｉｔ画像データとその先頭アドレス
について説明する。図９は１６ｂｉｔ画像データの配列をイメージ的に描いた図であり、
ＤＡＴＡ０～ＤＡＴＡ１５の１６本のデータと、ＣＬＫ及びＡＨＤＬからなる１８本の信
号から成る。
ＡＨＤＬは通常Ｌであり、データの先頭のみＨとなり、その時ＤＡＴＡ０～ＤＡＴＡ１５
はアドレスデータを出力する。つまり、ＡＨＤＬはデータの先頭を示すだけでなく、ＤＡ
ＴＡ０～ＤＡＴＡ１５が画像データでは無く、アドレスデータであることを示す信号でも
ある。
【０００６】
ＤＡＴＡ０～ＤＡＴＡ１５に乗せられたアドレスデータの内下位１１ｂｉｔＤＡＴＡ０～
１０はＦＬＣＤ２０１～２０４の走査線番号のアドレスを示すものであり、上位５ｂｉｔ
ＤＡＴＡ１１～１５が先に説明した設定ＳＷの設定値に相当するものである。また、先頭
のアドレスデータに続いて１水平走査分の画像データが配置されている。
【０００７】
各分岐伝送ユニット２０１～２０４はＡＨＤＬがＨとなった時、ＤＡＴＡ１１～１５のみ
を監視し、設定ＳＷの設定値と一致しない場合は、ＦＬＣＤへの分岐ケーブル５１１～５
１４のＡＨＤＬをマスクし、Ｌを出力する。これを受けたＦＬＣＤはＡＨＤＬがＬである
ためアドレスとは認識せず、従って、描画している画像の更新は行われず、ＤＡＴＡ１１
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～１５にいかなるデータが乗っていようと無視される。一方、後段への伝送ケーブル５０
１～５０３には、前段から入力された信号を何も加工せずそのまま出力する。
【０００８】
また、各分岐伝送ユニット２０１～２０４は、ＡＨＤＬがＨとなった時にＤＡＴＡ１１～
１５が設定ＳＷの設定値と一致しているとみなした場合、ＦＬＣＤへの分岐出力のＡＨＤ
Ｌをマスクせずそのまま出力する。これを受けたＦＬＣＤはＡＨＤＬのＨを受け、画像デ
ータのスタートを認識して描画画像の更新が行われる。尚この時、後段への伝送ケーブル
５０１～５０３にも、前段から入力された信号を何も加工せずそのまま出力する。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら従来の画像表示システムは画像を伝送するのみであり、音声については対応
していなかった。
【００１０】
従って、本発明は、音声信号を伝送可能にした画像表示システムを実現できるようにする
ことを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　本発明による画像処理装置においては、ＩＤデータと画像データと音声データとが所定
の順序で配列されたデータ信号と、上記ＩＤデータか上記画像、音声データかを判別する
ための判別信号とを含む伝送信号を受信する受信手段と、ＩＤを設定するＩＤ設定手段と
、上記受信した伝送信号中のＩＤデータと上記設定されたＩＤとを比較して両者が一致し
たことを検出する検出手段と、上記両者が一致 とき上記受信した伝送信号中の判別
信号をマスクするマスク手段と、上記判別信号がマスクされた伝送信号を送出する第１の
伝送信号出力手段と、上記受信した伝送信号をそのまま送出する第２の伝送信号出力手段
と、上記受信した伝送信号中の音声データを記憶するメモリ手段と、上記メモリ手段の書
き込みと読み出しを上記受信した伝送信号中の判別信号に基づいて制御するメモリ制御手
段と、上記メモリ手段から読み出された音声データを出力する音声出力手段とを設けてい
る。
【００１２】
　本発明による画像処理装置においては、ＩＤデータと画像データと音声データとが所定
の順序で配列されたデータ信号と、上記ＩＤデータか上記画像、音声データかを判別する
ための判別信号とを含む伝送信号を受信する受信手段と、ＩＤを設定するＩＤ設定手段と
、上記受信した伝送信号中のＩＤデータと上記設定されたＩＤとを比較して両者が一致し
たことを検出する検出手段と、上記両者が一致 とき上記受信した伝送信号中の判別
信号をマスクするマスク手段と、上記判別信号がマスクされた伝送信号を送出する第１の
伝送信号出力手段と、上記受信した伝送信号をそのまま送出する第２の伝送信号出力手段
と、上記受信した伝送信号中の音声データを記憶するメモリ手段と、上記メモリ手段の書
き込みと読み出しを上記受信した伝送信号中の判別信号に基づいて制御するメモリ制御手
段と、上記メモリ手段から読み出された音声データを出力する音声出力手段とを有する画
像処理部と、上記第１の伝送出力手段から出力される上記伝送信号中の画像データを表示
する表示部とを設けている。
【００１３】
　本発明による記憶媒体においては、ＩＤデータと画像データと音声データとが所定の順
序で配列されたデータ信号と、上記ＩＤデータか上記画像、音声データかを判別するため
の判別信号とを含む伝送信号を受信する受信手順と、ＩＤを設定するＩＤ設定手順と、上
記受信した伝送信号中のＩＤデータと上記設定されたＩＤとを比較して両者が一致したこ
とを検出する検出手順と、上記両者が一致 とき上記受信した伝送信号中の判別信号
をマスクするマスク手順と、上記判別信号がマスクされた伝送信号を送出する第１の伝送
信号出力手順と、上記受信した伝送信号をそのまま送出する第２の伝送信号出力手順と、
上記受信した伝送信号中の音声データをメモリ手段に記憶する記憶手順と、上記メモリ手
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段の書き込みと読み出しを上記受信した伝送信号中の判別信号に基づいて制御するメモリ
制御手順と、上記記憶手順により読み出された音声データを出力する音声出力手順とを

ためのプログラムを記憶している。
【００１４】
【発明の実施の形態】
（第１の実施の形態）
図１は本発明による画像表示装置としての画像表示システムの全体的な構成を示す図であ
り、図２は１６ｂｉｔ伝送データの配列をイメージ的に示した図である。
図１において１はホストコンピュータ、１０１、１０２、１０３、１０４はＦＬＣＤ、２
０１、２０２、２０３、２０４は分岐伝送ユニット、３０１、３０２、３０３、３０４は
ヘッドホン、５００、５０１、５０２、５０３は伝送ケーブル、５１１、５１２、５１３
、５１４は分岐ケーブルである。
【００１５】
ホストコンピュータ１からは、図２に示すようなＩＤアドレスデータが先頭で、それ以降
は画像データである１６ｂｉｔデータ信号がパラレルで伝送ケーブル５００から出力され
る。また、本発明による画像処理装置、画像処理部を構成し、信号を中継、分岐するため
の各分岐伝送ユニット２０１～２０４は、前段の伝送ユニットあるいはホストコンピュー
タ１から入力された１６ｂｉｔ伝送データ信号をそのまま後段の伝送ユニットへ出力する
。これと共に、後述の５ｂｉｔからなるＩＤ設定ＳＷの設定値と１６ｂｉｔデータの先頭
に配置されたＩＤアドレスデータの上位５ｂｉｔのユニットＩＤデータとを比較し、両者
が一致すれば各々接続された分岐伝送ケーブル５１１～５１４へも１６ｂｉｔデータをそ
のまま出力する。
【００１６】
本発明による表示装置、表示部を構成する各ＦＬＣＤ２０１～２０４はこの１６ｂｉｔ画
像データに基づいて表示面に画像を描画する。このＩＤ設定ＳＷは、１から３１の間の任
意の値を設定する。また、各ＦＬＣＤ２０１～２０４はメモリ効果を有するため、新たに
１６ｂｉｔ伝送データ信号を受信し、画像データが更新されるまでは、その直前の画像デ
ータを表示し続ける。
【００１７】
ここで、ホストコンピュータ１から出力される１６ｂｉｔ伝送データとＩＤアドレスデー
タについて説明する。図２において、ＤＡＴＡ０～ＤＡＴＡ１５の１６本のデータが１６
ｂｉｔデータ信号であり、これとクロックＦＣＬＫ及び判別信号ＡＨＤＬの合計１８本の
信号から成る。
ＡＨＤＬは通常Ｌであり、データの先頭のみＨとなり、その時ＤＡＴＡ０～ＤＡＴＡ１５
はＩＤアドレスデータを出力する。つまり、ＡＨＤＬはデータの先頭を示すだけでなく、
１６ｂｉｔデータ信号が画像データや音声データではなく、ＩＤアドレスデータであるこ
とを示す信号でもある。
ＤＡＴＡ０～ＤＡＴＡ１５に乗せられたＩＤアドレスデータの内下位１１ｂｉｔＤＡＴＡ
０～ＤＡＴＡ１０はＦＬＣＤ２０１～２０４の走査線アドレスを示すものであり、上位５
ｂｉｔＤＡＴＡ１１～ＤＡＴＡ１５は先に説明したユニットＩＤデータに相当するもので
ある。
【００１８】
この先頭に配置されたＩＤアドレスデータに続いて３２０クロック分の画像データが配置
されており、これが１水平走査分に相当する。そして３２０クロック分の画像データに続
いて音声データが配置されており、ＩＤアドレスデータから数えて３２１番目から３２４
番目に相当する網目で示された１６ｂｉｔデータ信号部分が音声データである。
そして、ＩＤアドレスデータから数えて６４０番目は、次のラインのＩＤアドレスデータ
であり、同様のデータ配列が繰り返される。
【００１９】
次に、分岐伝送ユニットの構成について説明する。
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図３は分岐伝送ユニットの内部の構成を示すブロック図であり、図１における分岐伝送ユ
ニット２０１～２０４の内の１台に相当する。
図３において、２１０は前段伝送ユニットあるいはホストコンピュータからの伝送ケーブ
ル、２１１は受信手段としての差動伝送レシーバ、２２０はＦＬＣＤへの分岐ケーブル、
２３０は次段ユニットあるいはホストコンピュータへの伝送ケーブル、２２１、２３１は
第１、第２の伝送信号出力手段としての差動伝送ドライバである。
【００２０】
　２１２、２１３、２１４、２２２、２２３、２２４はＤタイプ－フリップフロップ（以
後「Ｄ－Ｆ／Ｆ」）、２４１は検出手段としてのデジタルコンパレータ、２４２はＩＤ設
定手段としての設定ＳＷ、２４５はマスク手段としてのＡＮＤゲート、２５１は第１のカ
ウンタ、２５２はアドレス発生器、２５３は記憶手段としての音声データ用メモリ、２５
４は分周器、２５５は第２のカウンタ、２５ 声出力手段としてのＤ／Ａコンバータ
、 ヘッドホン駆動アンプとヘッドホン用出力端子である。尚、２５１、
２５２、２５４、２５５によりメモリ制御手段が構成される。
【００２１】
前段からの伝送ケーブル２１０はツイストペアケーブルでＤＡＴＡ０からＤＡＴＡ１５ま
での１６本のデータとＡＨＤＬ、ＦＣＬＫとの合計１８本の信号が差動伝送される。これ
を差動伝送レシーバ２１１で受けた後、ＦＣＬＫ以外の各信号線は先ずＦＣＬＫで、Ｄ－
Ｆ／Ｆ２１２～２１４によりラッチされる。この図３において、ＤＡＴＡ１１からＤＡＴ
Ａ１５までの５本のデータをラッチするためのＤ－Ｆ／Ｆ２１２は１個で表わされている
が、実際には５個のＤ－Ｆ／Ｆによってラッチされる。
ＤＡＴＡ０からＤＡＴＡ１０までの１１本のデータに関しても同様に、Ｄ－Ｆ／Ｆ２１３
は１１個をまとめて１個で表現してある。
【００２２】
ここでラッチされた各信号とＦＣＬＫは、差動伝送ドライバ２３１により差動信号で次段
の分岐伝送ユニットへ伝送ケーブル２３０を経て伝送される。後段へは、前段から入力さ
れた信号を何も加工せずそのまま出力することになる。
【００２３】
また、Ｄ－Ｆ／Ｆ２１２でラッチされたＤＡＴＡ１１からＤＡＴＡ１５までの上位５ｂｉ
ｔはユニットＩＤデータであり、デジタルコンパレータ２４１にも入力されて設定ＳＷ２
４２の設定値と比較される。ユニットＩＤデータと、ＩＤ設定ＳＷ２４２の設定値とが一
致した場合、比較結果としてＨが出力され、ＡＮＤゲート２４５に送られる。ＡＮＤゲー
ト２４５のもう一方の入力端子はＤ－Ｆ／Ｆ２１４でラッチされたＡＨＤＬが接続されて
おり、デジタルコンパレータ２４１の比較結果に基づいてＡＨＤＬをマスキング処理する
。
【００２４】
つまり、ＤＡＴＡ１１からＤＡＴＡ１５までの上位５ｂｉｔに振り分けられたユニットＩ
Ｄデータと、ＩＤ設定ＳＷ２４２の設定値が一致した場合のみＡＨＤＬを通過させ、不一
致の場合はＬにマスクする。Ｄ－Ｆ／Ｆ２１２と２１３でラッチされたＤＡＴＡ０からＤ
ＡＴＡ１５までの各データ信号と、ＡＮＤゲート２４５で必要に応じてマスキング処理さ
れたＡＨＤＬは各々、Ｄ－Ｆ／Ｆ２２２～２２４により、ＦＣＬＫで再度ラッチされる。
尚、ここでもＤ－Ｆ／Ｆ２２２及び２２３は複数個のＤ－Ｆ／Ｆをまとめて１個で表現し
てあることは言うまでも無い。
【００２５】
Ｄ－Ｆ／Ｆ２２２～２２４でラッチされた各信号とＦＣＬＫは差動伝送ドライバ２２１に
より差動信号でＦＬＣＤへ分岐ケーブル２２０を経て伝送される。
分岐伝送ユニット内でユニットＩＤデータとＩＤ設定ＳＷ２４２の設定値の不一致により
ＬにマスキングされたＡＨＤＬを受けたＦＬＣＤは、ＡＨＤＬがＬであるため、その時の
データをアドレスとは認識しない。従って、ＤＡＴＡ１１～１５にいかなるデータが乗っ
ていようと無視され、描画している画像は更新されない。
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【００２６】
　次に音声データの処理について説明する。第１のカウンタ２５１はＡＨＤＬでリセット
されＦＣＬＫをカウントする。ＡＨＤＬから数えて（ＡＨＤＬ＝０として）３２０までカ
ウントすると、アドレス発生器２５２にそれを伝える。次の３２１番目からは音声データ
であり、アドレス発生器２５２はこれをメモリ２５３に記憶すべくアドレス信号Ｗｒｉｔ
ｅ　Ａｄｄｒｅｓｓを発生する。メモリ２５３はこのＷｒｉｔｅ　Ａｄｄｒｅｓｓに従い
、３２１番目から３２４番目にかけてＤＡＴＡ ～１５に載せられた音声データをＦＣ
ＬＫに同期して取り込む。
【００２７】
一方、分周器２５４はＦＣＬＫを分周して音声読み出し用のクロックＲｅａｄＣＬＫを発
生し、第２のカウンタ２５５と音声データ用メモリ２５３に供給する。第２のカウンタ２
５５はＡＨＤＬでリセットされ、ＲｅａｄＣＬＫをカウントすることにより、メモリ２５
３からの読み出し用アドレスであるＲｅａｄ　Ａｄｄｒｅｓｓを読み出すべきタイミング
に発生する。メモリ２５３から、このＲｅａｄ　Ａｄｄｒｅｓｓに従いＲｅａｄＣＬＫと
同期して蓄えられた音声データを出力する。そして、Ｄ／Ａコンバータ２５７により音声
データから戻されたアナログ音声信号は、ヘッドホン駆動アンプ２５８を経てヘッドホン
出力端子２５９から出力される。
【００２８】
（第２の実施の形態）
第２の実施の形態によるシステムにおけるホストコンピュータ１は、１～３１の各ＩＤ設
定値毎に最大３１種類の画像データと３１種類の音声データを送出する。
図４はこの時の１６ｂｉｔ伝送データの配列をイメージ的に示した図である。図４におい
て、ＩＤアドレスデータから数えて３２１番目から４４４番目に相当する網目で示された
１６ｂｉｔデータ信号部分が音声データであり、その内、３２１番目から３２４番目がチ
ャンネル１、３２５番目から３２８番目がチャンネル２と４クロック分ずつチャンネル分
けされており、４４４番目のチャンネル３１までが使われている。
【００２９】
図５はこの１６ｂｉｔ伝送データに対応した分岐伝送ユニットの内部構成を示すブロック
図である。
第１の実施の形態による図３と異なる点は、設定ＳＷ２４２による設定値が書き込みアド
レス発生器２５２にも供給されている点である。書き込みアドレス発生器２５２は、設定
ＳＷ２４２の設定値が１であれば３２１番目から３２４番目の「チャンネル１」で２であ
れば３２５番目から３２８番目の「チャンネル２」というように、取り込むべき１６ｂｉ
ｔデータ信号部分を、設定ＳＷ２４２の設定値に応じて切り換えるようにアドレス信号Ｗ
ｒｉｔｅ　Ａｄｄｒｓｓを発生する。
【００３０】
（第３の実施の形態）
第３の実施の形態によるシステムにおけるホストコンピュータ１は、１～３１の画像ＩＤ
設定値毎に複数の画像データと、別途設ける音声設定値に対応した複数チャンネルの音声
データとを送出する。複数チャンネルの音声としては、例えば画像ＩＤ設定値１に対応し
た日本語、英語、フランス語、ドイツ語、中国語、そして画像ＩＤ設定値２に対応した日
本語、英語、フランス語、ドイツ語、中国語、といったような種々の言語による音声等が
考えられる。
【００３１】
図６はこの時の１６ｂｉｔ伝送データの配列をイメージ的に示した図である。図６におい
ても、ＩＤアドレスデータから数えて３２１番目以降の網目で示された１６ｂｉｔデータ
信号部分が音声データであり、その内、３２１番目から３２４番目がチャンネル１、３２
５番目から３２８番目がチャンネル２と４クロック分ずつチャンネル分けされている。本
実施の形態のように、音声データ１チャンネルあたり１６ｂｉｔ×４クロック分を用いる
場合、３２１番目から６３７番目までの、最大７９チャンネルを用意することができる。
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【００３２】
図７はこの１６ｂｉｔ伝送データに対応した分岐伝送ユニットの内部構成を示すブロック
図である。
第２の実施の形態による図５と異なる点は、設定ＳＷとして２つ持つ点にある。即ち、画
像設定ＳＷ２４２と音声設定ＳＷ２５６とがそれであり、画像設定ＳＷ２４２は図３の第
１の実施の形態における設定ＳＷ２４２と同様の機能を有し、音声設定ＳＷ２５６は図５
の第２の実施の形態における書き込みアドレス発生器２５２へ設定値を供給する機能と同
等の機能を持つ。つまり、画像と音声はそれぞれ独立したＩＤ設定が行われる。
【００３３】
本実施の形態においては、音声データ１チャンネルあたり１６ｂｉｔ×４クロック分を振
り分けてあるが、例えば人間の声のみの場合、サンプリングレートと分解能を落とし、モ
ノラル信号として伝送すれば、更に４～６倍のチャンネルを設定することも可能である。
【００３４】
尚、第２、第３の実施の形態では、書き込みアドレス発生器２５２を用いて有用な音声デ
ータのみをメモリ２５３に取り込んでいるが、一旦全データをメモリ２５３に取り込んだ
後、有用な部分のみを読み出すようにしても良い。この時は当然のことながら、１回り大
きめのメモリが必要と成るが、格納すべきデータ量もさほど大きくなく、特に問題とはな
らない。そして読み出し時には、読み出しアドレスを例えば音声程度の数十ｋＨｚのゆっ
くりとしたスピードで生成すればよく、書き込みアドレス発生器２５２のような高速性を
求められなくてすむ。
また、第１～３の各実施の形態において、第１の伝送信号出力手段としての差動伝送ドラ
イバ２２１を廃して、その代りに記憶性を有する画像表示装置と一体化したものであって
も同様の目的が達成される。
【００３５】
尚、図１、図３、図５、図７の各機能ブロックによるシステムは、ハード的に構成しても
よく、また、ＣＰＵやメモリ等から成るマイクロコンピュータシステムに構成してもよい
。マイクロコンピュータシステムに構成する場合、上記メモリは本発明による記憶媒体を
構成する。この記憶媒体には、前述した動作を制御するための手順を実行するためのプロ
グラムが記憶される。またこの記憶媒体としてはＲＯＭ、ＲＡＭ等の半導体メモリ、光デ
ィスク、光磁気ディスク、磁気媒体等を用いてよく、これらをＣＤ－ＲＯＭ、フロッピィ
ディスク、磁気テープ、磁気カード、不揮発性のメモリカード等に構成して用いてよい。
【００３６】
従って、この記憶媒体を図１、図３、図５、図７に示した以外の他のシステムあるいは装
置に供給し、そのシステムあるいは装置のコンピュータが、この記憶媒体に格納されたプ
ログラムコードを読み出し、実行することによっても、同等の効果が得られ、本発明は達
成される。
【００３７】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、画像処理装置に入力される伝送信号中に画像信号
と音声信号とが含まれる場合にも、これを中継して次段の画像処理装置に送ることができ
ると共に、音声データをヘッドホン等の外部に出力することができ、また自身の画像処理
装置に接続された表示装置にも、設定したＩＤに応じた適切な画像データを送ることがで
きる。従って、画像と音声とを伝送できるシステムを実現することができる。
【００３８】
また、判別信号をマスクした画像データを、記憶性を有する表示装置に送ることにより、
次の画像データが送られるまで前の画像の表示を続けることができる。
【００３９】
また、ＩＤに応じた音声データを選択することにより、表示する画像に合った音声を得る
ことができる。さらに、音声ＩＤを別に設定することにより、所望の音声データを選択す
ることができる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態による画像表示装置の構成図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態による１６ｂｉｔ伝送データ配列を示すタイミングチ
ャートである。
【図３】第１の実施の形態による分岐伝送ユニットの内部構成を示すブロック図である。
【図４】第２の実施の形態による１６ｂｉｔ伝送データ配列を示すタイミングチャートで
ある。
【図５】第２実施の形態による分岐伝送ユニットの内部構成を示すブロック図である。
【図６】第３の実施の形態による１６ｂｉｔ伝送データ配列を示すタイミングチャートで
ある。
【図７】第３実施の形態による分岐伝送ユニットの内部構成を示すブロック図である。
【図８】従来の画像表示システムの構成図である。
【図９】従来の１６ｂｉｔ伝送データ配列を示すタイミングチャートである。
【符号の説明】
１０１、１０２、１０３、１０４　ＦＬＣＤ
２０１、２０２、２０３、２０４　分岐伝送ユニット
２１１　差動伝送レシーバ
２２１、２３１　差動伝送ドライバ
２４１　デジタルコンパレータ
２４２　設定ＳＷ
２５１、２５５　カウンタ
２５２　アドレス発生器
２５３　音声データ用メモリ
２５４　分周器
２５７　Ｄ／Ａコンバータ
２５８　アンプ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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